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平成 29 年度 第 1 回 新潟市立白根図書館協議会 

 

日時：平成 29 年 6 月 27 日（火） 

午後 1 時 30 分から 

会場：白根学習館 2 階 創作活動室１ 

 

次第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 館長あいさつ 

４ 委員自己紹介 

５ 事務局職員紹介 

６ 会長・副会長選出 

７ 会長・副会長あいさつ 

８ 議事 

（１）平成２８年度事業報告について 

（２）平成２９年度事業等について 

（３）もっと身近な図書サービスに向けた改善について 

（４）図書館評価 

 （５）その他 

９ 閉会 

 

 

出席者  委 員：阿部委員 井浦委員 近藤委員 齋藤委員 

      関根委員 高橋委員 藤村委員 星野委員 

      本間委員 

     事務局：大平館長 伊藤主任 子安主任 星野主査 大瀧副主査 

傍聴者：1 名 
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■ 平成 29 年度 第１回 新潟市立白根図書館協議会会議録 

 

１．開会 

（館 長） 

 定刻を過ぎましたので、これから始めさせていただきたいと思います。 

 では、ただいまから平成 29 年度第１回新潟市立白根図書館協議会を始めさせていただき

ます。 

 会長が選出されるまでの間、しばらく進行を務めさせていただきます。 

 まず、事務連絡等をさせていただきたいと思います。議事録作成のために、録音の了承を

お願いいたします。また傍聴者が一人おられます。ここにご報告させていただきます。 

 次に、本日の協議会日程ですけれども、次第に従いまして進めさせていただきます。終了

予定時刻は、午後３時 30 分を予定しておりますけれども、進行状況によりまして若干前後

する可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

２．委嘱状交付 

（館 長） 

続きまして、委嘱状をお渡しさせていただきます。白根図書館協議会では、去る３月末ま

で務めていただいた委員の皆さんが任期終了となりましたので、この４月１日から２年間、

改めて９人の委員の皆さんから務めていただくことになりました。 

（委嘱状交付） 

 

３．館長あいさつ 

４．委員自己紹介 

５．事務局職員紹介 

 

６．会長・副会長選出 

続きまして、「会長・副会長の選出」をお願いいたします。図書館条例で、協議会に会長

と副会長を１名置くこととされています。会長は会務の総理を、副会長は、会長に事故ある

時、代行していただくということになっております。選出方法は、協議会の運営規則で委員

の互選によるとなっております。選出につきまして、立候補やご推薦などをお願いしたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

（近藤委員） 
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 互選といいましても、今日初めて会った方が多いですし、ある程度皆さんを承知しておら

れるのは事務局ですから、腹案があれば出してもらってもいいのではないですか。 

（館 長） 

 事務局の腹案ということでお話がありましたので皆さんにお諮りするということでよろし

いでしょうか。 

 それでは、この図書館協議会につきましては、年２回開催させていただきまして、これま

で図書館の運営について皆さんからさまざまな提案をいただいたり、また市の方向性として

地区図書室などの今後の方向など、皆さんからもご提案などをいただいた事柄があるわけな

のですけれども、そういった過去の動き、流れなども若干知っておられる方の方が一番よろ

しいのかなと思っております。初めての方については、どういった運営方法なのかというこ

とを具体的にご存知ない方もおられるかと思いますので、事務局の腹案といたしましては、

近藤委員に会長をということで、副会長については高橋委員にお願いできればということで

考えております。 

それに対する皆さんのご意見をお願いしたいと思います。 

（近藤委員） 

 私は会議の運営などは不慣れなため他の方はどうでしょう。 

（高橋委員） 

 学校の子どもたちが本を読むということに関しては、家庭と学校というものがすごく大き

いと思うので、学校関係の方にお願いできればいいかなと、そう思っていたのですけれども、

よろしくお願いいたします。 

（館 長） 

 高橋委員から学校関係の方にというご発言がございましたけれども、皆さん、他のご意見

をお願いしたいと思います。 

（井浦委員） 

 ぜひ、会長には藤村先生、いかがですか。 

（藤村委員） 

 私はもう引退しましたから、井浦先生はいかがですか。 

（井浦委員） 

 進行だけでよければ。 

（館 長） 

今、井浦校長先生から前向きなご発言をいただきまして、誠にありがとうございます。 

 皆さん、井浦校長先生からご発言がございましたけれども、皆さんのご意見、いかがでし
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ょうか。 

（井浦委員） 

 『図書館戦争』が好きなだけでなっていいのでしょうか。 

 では、進行をさせていただいて、ぜひ、意見を引き出すという立場であればさせていただ

こうと思います。今日初めての参加なのですが、よろしくお願いいたします。 

（館 長） 

 ありがとうございます。 

 では、井浦校長先生から前向きなお言葉をいただいたのですけれども、副会長につきまし

てはいかがでしょうか。 

 皆さん、ご発言をお願いいたします。 

（齋藤委員） 

 教育現場で活躍されていた藤村さん、もし、井浦先生がどうしてもご都合が悪いような時

においでいただいて、会を進行していただけるようであれば、藤村さんに副会長をお願いし

た方がよろしいかと思うのですけれども。 

（館 長） 

 今、齋藤委員からそのようなご発言をいただきましたけれども、皆さん、いかがでしょう

か。 

 （「異議なし」の声） 

 井浦校長先生を会長に、藤村委員に副会長にということで、皆さん、よろしいでしょうか。

お諮りいたします。 

 （「異議なし」の声） 

 それでは、会長、副会長席に移動をお願いいたします。 

 会長、以下の議事進行をよろしくお願いいたします。 

 

７．会長・副会長あいさつ 

（井浦会長） 

 では、よろしくお願いいたします。では、会長ということで仰せつかりました。よろしく

お願いいたします。会長を仰せつかった以上は、ぜひ、委員の皆様から１回は必ずご発言い

ただくということを逆にお願いさせていただいて、議事を進行させていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

（藤村副会長） 

 もし会長に何かあった時のためにということで、ここに置かせていただきます。よろしく
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お願いいたします。 

 

８．議事 

（井浦会長） 

 それでは、議事を進めさせていただきます。議事の１「平成 28 年度事業報告について」、

事務局よりご説明をお願いいたします。 

（事務局） 

 では、はじめに、白根図書館の平成 28 年度の事業について報告をさせていただきます。

皆様、資料１－１をご覧ください。 

 白根図書館では、昨年度、年間を通してさまざまな事業を行いました。まず、子どもの読

書活動を支える読み聞かせ等のボランティアの養成・支援といたしまして、昨年度は、すで

に活動されている方へステップアップ講座を３月に行いました。また、年間を通しまして白

根図書館で活動されております「しろね・おはなしかご」の皆さんと職員が一緒に勉強会を

月に２回行いました。 

 また、保護者や保育士・教師・学校図書館司書など、日々子どもと接する人たちに対する

支援としましては、年間を通しまして「ブックスタート」事業を月１回、「赤ちゃんタイム」

を毎週土曜日の週１回行いました。 

 ブックスタート事業は、南区健康福祉センターで行われております１歳誕生歯科健診の時

に、健診を終わられた赤ちゃんと保護者の方に対して絵本の読み聞かせを行いまして、その

後に絵本を１冊プレゼントしております。こちらは、絵本を通してお子さんとお家の方との

ふれあいの時間をもっていただきたいということで行っております。 

 「赤ちゃんタイム」は、毎週土曜日の午前 11 時から午後２時半までを赤ちゃん連れの方

に気兼ねなく利用していただけるような時間として設定しております。もちろんこの時間以

外にも赤ちゃん連れの方にはぜひ来ていただきたいのですが、この時間を特にそのような時

間に設定いたしまして、始まる前に館内放送で来館者の皆さんに「これから赤ちゃん連れの

方がたくさん来館されますので、温かなご配慮をお願いします」という内容の呼び掛けを行

い、またこの時間は、普段飲食禁止の図書館内において、おはなしの部屋では赤ちゃんだけ

なのですけれども、飲み物を飲むことができるようにしております。また、午後の２時から

２時 20 分まで、赤ちゃん向けの絵本の読み聞かせも行っております。また、昨年度は、１

回だけなのですが、保育園から依頼がありまして、そちらに来ていますお母さん向けに絵本

の読み聞かせの講座も行いました。 

 続きまして、子どもが読書に親しむ機会の充実としまして、年間を通して主に読書週間や
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学校の長期休みなどを中心に、ここに記載があります事業を実施いたしまして、大人、子ど

も合わせまして 820 人の方から参加いただきました。 

 こちらの事業におきまして、特に上から三つ目の「ぬいぐるみおとまりかい」がわかりに

くいので、少し説明をさせていただきます。こちらは、お子さんにお気に入りのぬいぐるみ

を１体連れて一緒に図書館に来ていただきまして、ぬいぐるみと一緒におはなし会に参加し

ていただきます。その後、ぬいぐるみだけを一晩図書館でお泊りしていただきます。次の日

ぬいぐるみをお迎えに来ますと、その夜の間にぬいぐるみが図書館を体験したような写真を

撮ってカードにしまして、併せましてそのお子さんの年齢や連れて来ていただいたぬいぐる

みにちなんだお奨めの絵本を紹介してお渡ししているものになります。毎年行っております

が、かなり好評のイベントとなっております。 

 続きまして、保育園・幼稚園・学校公民館等との連携と支援としましては、まず上の三つ

が同じ白根学習館にあります白根地区公民館との連携となっております。公民館で行ってお

ります「ゆりかご学級」に赴いて、絵本の読み聞かせや絵本の選び方のお話をさせていただ

いたり、また公民館で行っている事業に合わせて図書館内で展示を行ったり、また、公民館

の事業の時に図書館の本を紹介させていただいたりしております。 

 また、「職場体験・施設見学等の受入」は、小・中・高校生の方に８回来ていただきまし

て、図書館のいろいろな仕事などを体験していただきました。また、「出前おはなし会」と

しまして、夏休み中にひまわりクラブに行きまして、読み聞かせを行いました。 

 裏面に移らせていただきます。ボランティアや民間団体等との連携・協力としまして、ま

ず白根図書館の応援団であります白根図書館友の会と一緒に、年間をとおしまして、二番目

に書いてあります「読書会」、それ以外に年１回、一番上に書いてあります「文化講演会」

と三番目に記載してあります「雑誌リサイクル会」を行いました。 

 文化講演会は、昨年は、ドキュメンタリー映画監督の小林茂さんをお招きしまして、十日

町妻有を舞台にした「風の波紋」という映画の上映と、その映画にまつわるお話などをして

いただきました。 

 また、ぷれジョブみなＳＵＮとの連携で、特別支援学校などに通っているお子さんの体験

学習として「ぷれジョブ」を行いました。こちらは、月二回、６か月間の期間来ていただき

まして、図書館のお仕事を体験していただいたものになります。昨年度は、お二人の受け入

れがありました。 

 また、新潟県行政書士会と一緒に、エンディングノートや相続などの無料相談会を行った

り、本の修理をボランティアの方と協力して行いました。 

 これ以外のその他の事業としましては、読書週間の時に、南区共通事業としまして月潟図
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書館と一緒に、来館者に本を紹介していただく「なじらね？この本」、本を借りた方や事業

に参加した方にスタンプシールを集めてもらうという「わくわくスタンプラリー」、中身が

見えないようにラッピングした本に本の内容を連想できるようなカードを付けて借りていた

だくという「本の福袋」を行いました。 

 また、新潟市全体としまして、昨年度後半に「読書ノート」というものを大人向けに配布

しました。白根図書館では、用意した 150 冊の配布がすべて終っております。 

 また、月に１回、月潟図書館、味方地区図書室の情報と一緒に「図書館だより」を発行し

ております。 

 最後に、図書館サービス実績としまして、その下に予約処理件数、相互貸借件数、レファ

レンス受付件数、所蔵調査受付件数、複写枚数について載せてあります。こちらは、過去３

年の数値を載せてありますが、平成 28 年度の数値につきましては、まだ速報値としてのも

のになりますので、今後、若干変更があることをご了承ください。サービスの内容によって

は、増えているものもございますが、残念ながら減ってしまっているものもございます。白

根図書館としては、今後もよりよいサービス提供のために努力をしていきたいと考えており

ます。 

 白根図書館の報告は、以上です。 

（事務局） 

 では、続きまして、月潟図書館の平成 28 年度事業報告をさせていただきます。資料１－

２をご覧ください。 

 子どもの読書環境の整備といたしまして、毎月１回、図書館の隣にあります月潟健康セン

ターで行われています「育児相談会」にお邪魔しまして、検診の待合スペースで絵本の読み

聞かせを行いました。それから、記載を失念してしまったのですが、昨年度から、月潟図書

館でも「赤ちゃんタイム」を導入いたしました。毎週木曜日、午前 10 時から正午まで、「赤

ちゃんタイム」を行っております。 

 次に、子どもが読書に親しむ機会の充実といたしまして「おはなしのじかん」があります。

こちらは、ボランティアがメインのものと職員がメインのものとあります。また定例のもの

以外に季節ごとのスペシャルおはなし会、「春のスペシャルおはなし会」、「こわ～いおはな

し大会」、こちらは夏のおはなし会ですが、それから「秋のスペシャルおはなし会」、「クリ

スマスおはなし会」ということで、絵本の読み語り、また紙芝居の上演、それからストーリ

ーテリングなどのさまざまなプログラムで行いました。また、「チャレンジ教室」というも

のですけれども、こちらは、工作をいたしまして、その工作プラス関連図書の紹介をすると

いうイベントになっておりまして、夏休みや冬休みに合わせて開催いたしました。 
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 つぎに、保育園・幼稚園・学校・公民館などとの連携と支援に入りたいと思います。「出

前おはなし会」としまして、４月、８月、３月を除く毎月１回、月潟保育園に読み聞かせボ

ランティアグループの「えほんのへや」と一緒に、読み聞かせに行きました。年少クラス、

年中クラス、年長クラスと、それぞれの園児に絵本の読み語りを届けました。それから、職

場体験、施設見学ということで、小中高のそれぞれの学校の職場体験、それから施設見学を

受け入れました。 次に、ボランティアとの連携・協力ですけれども、月潟図書館で活動中

の読み聞かせ等ボランティアグループは２組いらっしゃいまして、「えほんのへや」と「月

潟おはなしの会」なのですけれども、随時、メンバーの皆様と連携・協力しまして、上記に

記しましたおはなし会ですとか、先に記しています文化座談会を行いました。 

 それから、教育機関や民間団体等との連携・協力といたしましては、月潟図書館の近くに

あります老人デイサービス月潟や月潟ひまわりクラブへの団体貸出を行いました。 

 では、資料の裏に進みたいと思います。一般・その他事業といたしまして、「文化座談会」

ということで、横越の語り部でいらっしゃいます笠原甚威さんを講師にお招きいたしまして、

地域の皆様と一緒に文化座談会を行いました。 

 それから、先ほど白根図書館の報告の中にもありましたが、南区共通事業としまして「本

の福袋」、それからおすすめの本を紹介していただく「なじらね？この本」、図書館事業に参

加した方や図書館の本の貸出をした方にスタンプシールを差し上げる「わくわくスタンプラ

リー」を行いました。それから、昨年度初めての試みとしまして、ぷれジョブみなＳＵＮと

協力しまして「ぷれジョブ」をお一人、初めて受け入れました。また、白根図書館、味方地

区図書室と一緒に、毎月１回「図書館だより」を発行いたしました。 

 最後に図書館サービス実績ですけれども、予約処理件数、相互貸借件数、調査相談受付件

数、所蔵調査受付件数、複写枚数は、ご覧の件数となっております。こちらは、白根図書館

と同じ速報値ですので、今後、数字に少し変動があるかもしれません。また、昨年度ですけ

れども、月潟図書館が１月、２月と館内の空調設備改修工事を行いまして、２か月間休館さ

せていただきました。その関係で、平成 26 年度、平成 27 年度と比較しますと、お休みの分

少し件数が減っているという状況になっております。 

 また、平成 29 年度も引き続き、地域の皆様のお役に立てる図書館づくりを目指して頑張

ってまいりたいと思います。以上で報告を終わります。 

（事務局） 

 では、続きまして、学校図書館支援センターの平成 28 年度の報告を説明いたします。資

料１－３をご覧ください。 

 学校図書館支援センターは、中央、豊栄、西川、白根の中心図書館４か所に設置されてお
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り、新潟市の８区を２区ずつ担当して学校図書館を支援しております。白根図書館は、秋葉

区と南区の小・中学校を担当しております。平成 28 年度白根図書館学校図書館支援センタ

ーの事業について、こちらの資料１－３の取組一覧の左から３列目をご覧になってください。 

 ４月に「学校図書館訪問」を開始しまして、６月にかけて第１期の訪問を行いました。年

度に渡り３期に分けて、学校図書館を訪問してまいりました。第１期では、秋葉区、南区の

小・中学校 36 校すべてを訪問しました。新採用司書勤務校は年に３回、移動１年目の司書

が勤務する学校と活用推進校は年２回訪問しました。その他は、学校からの要請で訪問して

おります。年間を通して 77 回の訪問をさせていただきました。校長先生や図書館主任、司

書の皆さんから熱心な取り組みの様子や課題などを伺い、大変参考になりました。学校から

の要請で、書架の本の並び方を変える作業などに協力する例もありました。 

 次の「学校からの相談」をご覧ください。実務を含む図書館業務全般に関する業務相談と、

郷土資料についてなど特定のテーマについて調べるレファレンスの２種類の相談があります。

合計で 310 件いただきました。その下の欄の「所蔵調査」は、具体的な書名から本を探す調

査で、868 件ありました。 

 次の「オレンジＢＯＸ」と「ブックリスト掲載図書セット」の貸出は、中央図書館が担当

しております。この２種類のセットは、特定のテーマを調べるための本や、ブックリストに

収められた本を種類別に搬送箱に入れて貸出するものです。特にオレンジＢＯＸの方は、学

校の皆様にとって大変使いやすいようで、平成 27 年度よりも利用が 39 パーセント増加して

おります。 

 めくっていただき「学校への団体貸出」についてご覧になってください。市立図書館全体

で６万 3,774 冊と、平成 27 年度より１パーセント多く利用されました。この団体貸出の中

には、宅配便を使った搬送による貸出も含まれますが、貸出と返却を合せた冊数が南区を担

当する当館で 5,089 冊、秋葉区を担当する新津図書館では 4,691 冊でした。 

 次に、２番の「研修」をご覧ください。４支援センター共同で「新任学校司書研修」を６

回行い、延べ 60 人が参加しました。次の欄の「学校司書実務研修」は、４支援センター合

同の研修と各支援センター単独の研修を各１回実施しました。内容は、記載のとおりです。 

 次に、めくって３ページをご覧ください。教員と司書との連携の充実を目的に、毎年総合

教育センターが開催する研修が２回ありました。第１回は、「図書館活用推進編」をテーマ

に、平成 27 年度学校図書館活用推進校から３校の報告を受け、新潟大学の足立准教授から

指導していただきました。第２回は、「探求的な学習編」として、国士舘大学の桑田教授か

ら「探究学習を活性化させる学校図書館の役割と支援」をテーマに講演と演習をしていただ

きました。 
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 次に、３の「連携」をご覧ください。学校ボランティア支援と講師派遣は、当センターで

ございませんでした。その他、校長会、小・中学校の研修会への参加については、例年通り

それぞれの会場に伺い、あいさつや見学をさせていただきました。学校図書館関係課・機関

連絡会議については、中央図書館の支援センターを中心に取り組まれています。平成 28 年

度特筆すべき点としまして、特別支援学校における学校図書館整備に向けて、検討会や学校

現場でのシミュレーション、先進都市視察などを行い、その成果として、今年度４月から東

西の特別支援学校に選任の司書が配置されました。また、この取組みと併せ、明鏡高校の司

書配置も実現しました。これをもって、新潟市立学校には、すべての学校に学校司書が配置

されたことになります。 

 めくっていただきます。上段の「学校支援課との連携」をご覧ください。学校図書館活用

推進校事業について、資料提供の他に記載のとおり協力しております。 

 最後、４番をご覧ください。「運営・発信等」になります。支援センターの運営に関する

会議を定期的に行っております。次の情報発信では、「白根図書館学校図書館支援センター

通信」を３回発行しました。また、４支援センター合同でも、通信を発行しております。昨

年、この会でお配りしましたが、図書館の支援センターコーナーにも置いてありますのでお

手に取ってご覧ください。発行資料として、年間報告と実務マニュアルがございます。他に、

毎年新採用の方が入っていらっしゃいます。そういった方を対象に研修を行う際の、この研

修テキスト、これらについて改訂を行いました。 

 以上、平成 28 年度の事業報告をご説明いたしました。ありがとうございました。 

（井浦会長） 

 ご報告ありがとうございました。ただいまの報告に対して、ご意見、ご質問等はありませ

んでしょうか。 

（藤村副会長） 

 とても興味があると思っていることがあって、「ブックスタート事業」なのです。こうい

う活動があると、必ず評価はされると思うのですけれども、評価というのは難しくて、どう

しても数値の出るものに向いてくるのですね。だけど、子どもたちにとっての読書活動の評

価というのは、子どもの姿の変化が一番本来である目を向けたいところなのだと思うのです。

そのブックスタート事業についての効果を評価していく時に、この参加人数だけでなくて、

子どもたちに何らかの、これまでと違いが出てきているのかというようなことというのは調

べるものなのでしょうか。 

（事務局） 

 お子さんが成長されて受ける健診の時に、ブックスタートを受けて何か変化はありました
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かというアンケートを行っております。市立図書館のホームページアンケートの結果を掲載

していますが、ブックスタートをきっかけに絵本を読むようになりましたというお母さんの

声をいただいております。また、子どもたちの変化というのは、まだ小さいお子さんなので、

このブックスタートを始めて例えば心が豊かになったかどうかというのはまだわからないの

ですけれども、これをきっかけに家で絵本を読むようになった、子どもが本を読むようにな

った、本が好きになったというような声はいただいております。 

（藤村副会長） 

 どうしてこういうことをお尋ねしたかというと、この前、先週末だったでしょうか。白根

図書館で中央図書館と豊栄図書館の友の会との交流会があって、その時に配られました中央

図書館の「友の会のニュース」の編集後記のところにとても興味を引く内容がありました。

どういうことかというと、これまで毎年４月、５月は、読み語りのボランティアに行っても、

落ち着かずにとても心を痛めることが多かった。ところが、今年は、どのひまわり、学童保

育でもハラハラドキドキを一緒にしてくれて、一体感のあるおはなし会になりましたという

ことがあって、この人ははたと気がついて、本年度はブックスタート事業を始めた頃の子ど

もが１年生に入学してくる時期に重なっているので、これと関係あるのだろうかと書いてあ

るのです。 

 たまたま私の隣にこの編集後記を書いた人が座っていたので聞いてみたら、本当に実感と

して違いを感じるというので、おそらくこの事業の評価は保護者のアンケートとかしか方法

はないとは思うのですけれども、ボランティアに行っていらっしゃる方々などを通して、子

どもの姿として変化がもし現れてきているのなら、これはとても大きな活用できる評価材料

で、アピールするのに使っていけると思うのですね。だから、チャンスがあれば、それはい

くらかでも変化が確かめられるのであれば、そのことをブックスタートに来ていらっしゃる

保護者の方にもこういう変化が出ているのですよとか、ぜひお子さんがこのようになってい

くということが見えてきていますのでとかというようにお伝えすることで事業に返していく

ことができると思うので、もしチャンスがあったらそういうことを掴めないかなと思ってし

まいました。 

（井浦会長） 

では、ぜひこのブックスタート事業の成果について子どもの姿から成果が計れるのかどう 

かということもご検討いただければと思います。 

他に、ご意見、ご質問等はありませんでしょうか。 

（近藤委員） 

 ブックスタートの次に書いてある「赤ちゃんタイム」なのですが、知り合いのお母さんか
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ら、行きたいのだけれども、昼の時間にかかって困るという話を聞くのですけれども、何時

からやっていますか。 

（事務局） 

「赤ちゃんタイム」として設定しているのは、11 時から２時半です。 

（近藤委員） 

 やはり、昼の時間なのですな。 

（事務局） 

 平成 27 年度まではお昼からやっていたのですけれども、お昼寝前にということで、昨年

度から、11 時から開始にしました。 

（井浦会長） 

 よろしいでしょうか。他にご意見、ご質問等はございませんでしょうか。 

 では、すみません。１点お聞かせください。 

 資料１－１の裏面になります。図書館サービス実績のところで、平成 28 年度、調査相談

（レファレンス）受付件数が約３倍以上に増えているのですけれども、これは何か、これだ

け件数が増えたというのには、何か理由があるのでしょうか。非常に相談件数が増えている

のが顕著だなというのがあるのですが。 

（事務局） 

 白根図書館での目標としまして、レファレンスの件数をアップしたいということがありま

して、レファレンスとして受けていたのだけれども、件数として記録し忘れているものもあ

ると思われたので、きちんと記録しましょうということを呼びかけました。また、こういっ

たものはレファレンスなのですということがわかるように業務用のマニュアルを整えました。

また、お客さんにも声をかけていただきやすいように、カウンターのところに案内を出した

りしました。こういったことを行った結果ではないかなと思います。 

（井浦会長） 

 レファレンスというものの具体的なイメージわかりづらいのですが、どういったものがレ

ファレンスになるのでしょうか。 

（事務局） 

 この本はありませんかという、きちんと本の題名が分かっているものは所蔵調査になるの

ですけれども、例えば小さい時に読んだ、昔読んだこういう感じの本だけれども題名が思い

出せないのですがといったことはレファレンスになります。何か調べているもの、例えば神

社についてだったり掛け軸についてだったりしますが、それが書いてある本を探しています

といった場合に、こういった本に情報がありますよという紹介や、例えば家に咲いている植
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物にどういう効能があるのか知りたいのですなどの、本などを使って調べるものであれば、

それがレファレンスになります。 

（井浦会長） 

 ありがとうございます。今、何でも検索をかければすぐにネットで出てくるという時代な

がら、直接対面して本で調べるというこの調査、レファレンスですか、そういうものが増え

るというのは、やはり図書館に足を運ぶ一つの大きなきっかけになるかなと思いました。あ

りがとうございます。 

（藤村副会長） 

 私は、これは白根図書館の大きな努力の表れだと思って見ました。なぜかと言うと、以前、

図書館協議会の記録がホームページに掲載されていて、ずっと読んでいくとここでのレファ

レンスの件数の少なさが話題になっていて、そのことを協議会の検討を通した後にこれだけ

の数値の変化が出てくるということは、白根図書館として、捉え方、それからいらっしゃる

方にもそれが理解できるようにということで、手を尽くした結果としてここまで伸びている

のではないかと思って、とても感心して資料を拝見しました。きっとそうなのではないかな

と思うのですが、どうでしょうか。 

（事務局） 

 一般の方にも、こういうことを聞いてもいいのだということが段々分かってきたのではな

いかなとも思っています。どういうことでも聞いてくださいという呼びかけもしております

ので、これからも頑張っていきたいと思います。 

（館 長） 

 前の協議会委員からも、このレファレンスの件につきましては、ご意見、ご提案をいただ

きまして、それに基づきまして館内での工夫とか窓口での応対の仕方を職員が努めてきた成

果かなと思っております。 

（井浦会長） 

 ありがとうございます。そうすると、来年度、これが急激に伸びるというよりは、これを

維持しながら伸ばしていけるという取り組みの継続ということになるかと思います。本当に

ありがとうございます。 

 他にご意見、ご質問等はございませんでしょうか。 

 それでは、時間もありますので、次、議事の２「平成 29 年度事業等について」、ご説明を

お願いいたします。 

（事務局） 

 では、白根図書館の平成 29 年度事業について、説明をさせていただきます。資料２－１
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をご覧ください。 

 白根図書館は、平成 29 年度も継続しましてさまざまな事業を行っていくつもりです。特

に昨年度、平成 28 年度と異なる事業や強調したい事業について説明させていただきます。 

 （１）の①の子どもの読書活動を支える読み聞かせ等のボランティアの養成と支援の中で

すが、読み聞かせの講習会ですが、昨年度はすでに活動されている方向けのステップアップ

講座を行いましたが、本年度は、初心者向けの講習会を行う予定です。また、ブックスター

トにおきまして、絵本の読み聞かせをしていただいているボランティアの皆さんへのステッ

プアップとなる講座を、本年度行う予定でおります。 

 ③にいきまして、保育園・幼稚園・学校・公民館等との連携と支援の中では、３番目の

「児童書のリサイクル」を今年度行う予定です。こちらは、保育園・幼稚園・小学校・中学

校などに対しまして、白根図書館では棚の収容能力などの理由で置けなくなってしまった本

の中でもまだまだ利用していただけるものがたくさんありますので、そちらを差し上げて使

っていただくものになります。裏面をお願いいたします。⑤のボランティアや民間団体等と

の連携・協力の中の２番目の文化講演会ですが、昨年度は、先ほど説明しましたように、一

般の方向けの講演会を行いました。今年度は、親子を対象にしまして、絵本作家などをお呼

びしまして、ワークショップ形式のものを行う予定で計画をしております。 

 また、一番下に記載のあります「ジョブトレ」なのですが、こちらは、働くことに不安を

感じている若者を対象とした就労体験になっておりまして、新潟地域若者サポートステーシ

ョンと連携して行っているものになります。残念ながら、ここしばらく白根図書館で活動し

たいという希望者がいなかったために行っていませんが、希望する方がいた場合には、いつ

でも受け入れをしたいと考えておりますので、予定に入れてあります。 

 続きまして（２）の効率的、効果的な運営に向けて予定する事業の資料・情報の収集です

が、一つ目の選書会議ですが、こちらは、月潟図書館と合同で、毎週木曜日に本の選書の会

議を行っています。こちらでは、実際に現物を見ながら、図書館に相応しい本かどうかを職

員同士で話し合って選書を行っているものになります。 

 また３番目、オンラインデータベースの活用ですが、白根図書館のカウンターの脇にオン

ライデータベースが使えるパソコンが１台あります。新聞記事のデータベースのＥＬＮＥＴ、

農業などのデータベースのルーラル図書館、第一法規の法律系のデータベースのＤ１‐Ｌａ

ｗという三つのデータベースが使えますので、その活用を呼びかけていきたいと思っており

ます。また（３）その他の事業にあります展示コーナーですが、白根図書館には、こちらに

記載のありますさまざまな展示コーナーがございます。特に特色としましては、上から４番

目の「農業コーナー」、その二つ下の「凧資料コーナー」がございます。また、その下の
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「アクアリウムコーナー」は、2007 年に文化講演会に講師として来ていただきました天野

尚さんより寄贈していただきました本を中心としたコーナーとなっております。また、一番

上の「テーマ展示コーナー」と一番下の「ミニ展示架の設置」につきましては、月に１回、

もしくは月に２回、話題性や旬などでテーマを決めまして展示をして、皆さんに本を借りて

いただけるようにいろいろな本を紹介しているものになります。 

 では、白根図書館の事業計画としては、以上になります。 

（事務局） 

 では、続きまして、平成 29 年度月潟図書館の事業計画に移りたいと思います。資料２－

２をご覧ください。月潟図書館の事業も地域に浸透していて、地域の皆様から楽しみにして

いただいている事業が多いため、継続事業が多くなっております。その中でも、昨年度、平

成 28 年度と異なる点につきまして、ピックアップしてご説明させていただきます。 

 まず、（１）の②なのですけれども、申し訳ありません。追加なのですけれども、②の子

どもが読書に親しむ機会の充実としまして、事業名「星空観望会」というものを追加してい

ただきたいと思います。こちらの時期は秋です。秋の時期に、星空を観測し、また星空、天

体観測に関する資料を同時に紹介するというイベントを計画しております。 

 ③といたしまして、保育園・幼稚園・学校・公民館などとの連携と支援といたしましても、

継続事業が多くなっております。昨年度行いましたぷれジョブみなＳＵＮと協力しました

「ぷれジョブ」ですけれども、こちらは残念ながら月潟図書館でのぷれジョブの希望がない

ため計画には載せませんでしたけれども、昨年度の実績を活かしまして、希望者がいらっし

ゃった場合は、受け入れにご協力したいと考えております。 

 それでは、裏面に移りたいと思います。こちらも継続事業が主となっております。④の利

用者・市民が図書館運営に参画する場の設定といたしまして、館内に「図書館へのたより」

を設置しております。また、（２）の効率的、効果的な運営に向けて予定する事業といたし

まして、①は先ほど説明がありました白根図書館と同じ内容となっております。 

 （３）の一般・その他事業といたしまして、月潟図書館でも特色ある展示コーナーの設置

をしております。特に上から３番目の「角兵衛獅子資料の設置」ですけれども、こちらは地

域資料として月潟図書館にご来館いただいた方からとてもよくご覧いただいているコーナー

となっております。 

 また、②の一般事業といたしまして、昨年度行った文化講演会に替わりまして、今年度は

講演会を予定しております。こちらは、今、夏に妖怪をテーマにした講演会を実施したいと

考えて予定しております。 

 平成 29 年度も継続事業が多くなっておりますけれども、さまざまな資料を収集しまして、
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地域の課題解決、また地域の方々のお役に立てる資料収集に努めていきたいと思っておりま

す。 

 以上で、平成 29 年度月潟図書館事業計画の説明を終わります。 

（事務局） 

 では、続きまして学校図書館支援センターの平成 29 年度事業計画についてご説明をいた

します。 

 まずＡ４両面刷りの「こんにちは！学校図書館支援センターです」をご覧ください。今年

度の新規重点事業として、一番上に二つ掲げております。一つ目「特別支援学校に学校司書

を配置！」と、二つ目「学校図書館活用推進校事業３年目」となっておりますが、この２点

と関連づけながら、当センターの取り組みを進めてまいります。 

 資料２－３をご覧ください。当センターの取り組みの重点として、２点挙げております。

一番上に記載のあります１番「学校図書館訪問を中心とした状況把握と、実情に応じた個別

支援の充実」です。２番「『学習センター』、『情報センター』、『読書センター』機能の向上

につながる支援と研修機会の提供」としております。下の表の左側が当支援センターの取り

組み、右側が４か所の支援センター合同の取り組みとなります。ここでは主に当センターの

取り組みをご説明いたします。 

 重点の１に関連し、今年度は 35 校すべてに２回ずつ訪問する計画です。昨年度よりも１

か校減っておりますが、これは秋葉区の満日小学校が阿賀小学校に統合されたため、学校数

が１校減っております。訪問の際、実際に図書館でお話を伺うことで、その場で解決できる

事例もあります。また、各学校図書館で進めている取り組みの工夫など、参考にさせていた

だくこともよくあります。細やかな支援や協力体制を充実させることを今後も大切にして取

り組みをさせていただきます。先ほどのレファレンスということもその現場で対応すること

もよくあります。 

 ２に関連し、８月に２回、９月、12 月に各１回、各種研修を実施します。８月は総合教

育センター主催の２講座に協力します。表の右側、８月の欄にあるとおりです。８月３日は、

昨年度同様です。24 日は、大阪から片岡先生を講師としてお招きし、探求的な学習編とし

て講義と演習をしていただきます。９月は、重点の「情報センター」に関連し、学校図書館

とＮＩＥの実務研修を西川図書館学校図書館支援センターと合同で行います。講師は、ＮＩ

Ｅ事務局から担当していただきます。12 月は、重点の「実情に応じた個別支援」とつなが

る内容とも言えますが、「子どもの理解と特別支援教育」をテーマに白根小学校通級指導の

金子先生を講師としてお願いいたします。個々の子どもたちをより正しく理解し、適切な対

応ができるよう、研修を行ってまいります。 
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 その他の取り組みの説明につきましては、資料をもって代えさせていただきますが、最後

に、資料には直接ございませんが１点お伺いします。学校などとの連携の分野ですが、先ほ

どの事業報告で連携という欄が白根図書館支援センターは実施が０ということになっており

ましたが、やはりこういった分野でも学校を通して地域の方々ともつながりのあることで、

学校図書館の充実にもつながっていくかと考えます。そこで、例えば学校の読み聞かせボラ

ンティアの皆さんと読み聞かせや絵本について、私どもが出向きまして一緒に勉強する機会

を設けていただき、その場は私どもが資料や情報をもって参加するというようなこともよく

行われていることなのですけれども、当区においてはいかがでしょうか。皆様方に少しご検

討いただければと思います。お気軽にご相談いただければ、日程を調整して協力させていた

だきます。よろしくお願いします。 

 以上で、平成 29 年度白根図書館学校図書館支援センター事業計画について、簡単ですが

説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

（事務局） 

 資料をめくっていただきまして、資料２－４になります。こちらは、平成 29 年度の当初

予算となりますので、こちらをご覧ください。 

 まず、合計といたしまして、一番右下の計になりますけれども、前年度当初予算として

2,281 万 3,000 円、今年度の当初予算額として 2,158 万 7,000 円、比較増減で 122 万 6,000

円の減額となっており、前年比約５パーセントの減額となっております。 

 主なものとしましては、一番左の事業名の上から一番目の管理運営費の費用科目としまし

て需要費のところになりますけれども、白根図書館のところで、昨年度ソファーの生地が傷

んでいるものがあり、それに対して張り替えを行いましたので、需要費全体としては、今年

度 61 万 4,000 円の減額となっております。 

 下の事業名の上から２番目の読書普及事業費（資料購入費）になりますけれども、こちら

は図書の購入費用になっておりまして、一番右側の南区の合計で前年度当初予算額として

1,015 万 2,000 円、今年度当初予算額として 918 万 6,000 円、比較増減としまして 96 万

6,000 円の減額となっており、前年度比で約 10 パーセントの減額となっております。予算

全体としては、こちらが約 40 パーセントを占めております。 

 簡単ではありますが、以上となります。 

（井浦会長） 

 ありがとうございました。それでは、事業計画、予算等を含めまして、ご意見、ご質問等

はありませんでしょうか。いかがでしょうか。 

（藤村副会長） 
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 支援センターのお話で、とてもそうだなと共感するところがありました。つまり、平成

28 年度の事業のまとめでは、ここのところ、白根図書館、これは支援センターの取組みの

まとめの連携のところです。ここが空白だったので、ここは大変なのだろうけれども重要な

ところだなと思っていた時に、今年はどうなるのだろうと思っていた時に、先ほど最後に、

学校図書館ボランティア研修へ支援センターからどうでしょうかというお話があって、それ

は本当に重要なことなのだと思いました。 

 つまり、そうではなくても大変なお仕事なのでしょうけれども、そこに取り組んでいただ

くことが市全体の取組みの底上げになると思うので、恐らく各学校でコーディネーターの方

がいらして、ボランティアを学校ごとに育てるということがあって、これまでは手がつかな

かったところかもしれませんけれども、現状はどうなのかということ、各校で本当にボラン

ティアの育成、養成が進んでいるかどうかということを見渡した上で、本当に必要なことと

して支援センターが、養成に出て行ってほしいくらいに重要性があるところだと思うので、

先ほどのお話にはとても共感しました。実現するのであれば、ぜひと思っています。 

（事務局） 

 ありがとうございます。今年、学校訪問でも校長先生方のお話を伺える機会がありまして、

その場でもお願いしております。今のところまだご要望をいただいておりません。 

ぜひ機会があれば、お声がけいただければと思います。 

（藤村副会長） 

 とても重要だと思います。井浦先生から校長会で宣伝していただきたい。 

（井浦会長） 

 アピールさせていただきたいと思います。 

（事務局） 

この場を借りて皆様方にお声掛けをさせていただいた次第です。ありがとうございます。 

（藤村副会長） 

 ぜひ、願っています。 

（井浦会長） 

 では、ぜひ活用の促進に向けてお願いいたします。 

 他にございませんでしょうか。 

（藤村副会長） 

 ここに新年度事業の内容が挙がっていますが、最初に、一番初めに読書環境の整備という

ことで、ボランティアの養成とか支援と挙がっていて、やはり当然のことのように重要な内

容だからこそだと思うのですが、でも、先ほどの予算を見ても、減額されていくことはあっ
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てもそうそう増額に転ずることはないだろうと思われるので、そのことを含めてもボランテ

ィアに期待するところは少しずつ増えていくと思うのです。また、図書館の活動を考えても、

ボランティアの方が先細りしていくようでは現状の維持も難しくなると思われるので、養成

と支援は本当に大事だと思うのです。 

 だからと言って、そんなにいくつも活動が組めるわけではないので、今挙がっていること

でも精一杯ということではないかと、精一杯組まれていると思うのです。そうすると、あと

はこれを、この組んだことの中でいかにして効果を上げていくかを考える他に道はないのか

なと思っていて、多分考えていらっしゃると思うのですけれども、例えば「ブックスタート」

に来たお母さんに、ここでやったことを「赤ちゃんタイム」でもさらにやっていますよと。

「赤ちゃんタイム」に来て良さを感じ取ってくださった保護者の方に、「初心者向け読み聞

かせ講習会」がありますよ、家で「赤ちゃんタイム」をするつもりで講習を受けてみません

かとかという、そして講習を受けたら、少しその幅を広げるために「しろね・おはなしかご」

の例会に行ってもう少し勉強しませんか、というようにして、ある活動をつないで、活動を

結びつけて、最大の効果を狙うようにしていかなければ、事業効果というのはそう簡単に上

がらないと思うので、ぜひそのように考えていただくことがせっかくの取り組みが活きるこ

とになるのではないかなと思うので、そのように結びつきを考えて、このギリギリ組まれた

事業計画の活動を活かしていただくことが大事かなと思います。せっかくの活動なので、ぜ

ひそのように結びつけて効果を上げていっていただきたいと思って説明をお聞きしました。 

（館 長） 

他の方からもお話をいただいておりまして、養成という言葉を使うと少し堅いように思い

ますけれども、皆さんが、お子さん、お孫さんに読み聞かせをしていくための練習というよ

うな形から、その延長線に出掛けたり関わったりしていただければというようなスタンスで

取り組んでいきたいと思っております。ありがとうございます。 

（本間委員） 

 今のお話と関係してなのですけれども、白根図書館の平成 29 年度事業計画の一番目の

「初心者向け読み聞かせ講習会」を今年計画していらっしゃるということなのですけれども、

これの時期は決まっていますか。 

（事務局） 

 今年度の後半になるかと思います。講習会を行う時には、皆さんにわかるように広報を行

うかとは思いますが、まだはっきり何月というところまでは決まっておりません。 

（本間委員） 

 というのは、私はブックスタートのボランティアもしているのです。先ほどおっしゃった
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ように、お子さんの反応はなかなか難しいのですけれども、お母さん方の反応が少しずつ最

初に比べると変わってきていて、1 歳のお子さんに絵本を読んでもあまり意味がないのでは

ないか、まだ絵本を読むような余裕がないといった声が多かったのですけれども、何年かや

っていると、例えば二人目のお子さんだったりすると「ブックスタート」を一人目のお子さ

んで受けて、また今回２回目というお母さんも増えてきたりしていますので、そうすると絵

本がすでに家にある状態で来られるとか、あるいは「ブックスタート」の時に図書館でこう

いうお子さんの対象のおはなし会をしたり赤ちゃんでも安心して来れるような場所があると

いうことも、先ほどおっしゃったように紹介しているので、図書館に来てくださっているよ

うなお母さん方も増えてきていると感じていて、そうすると、今度は私も読む側にまわりた

い、私も少し時間があるからボランティアをしてみたいというお母さんも、数はそれほど多

くはないけれどもいらっしゃって、講習会とかもあるのですかと聞かれたことがあるのです。

やっていると思いますけれども時期がよくわからないので図書館に聞いてみてくださいとご

案内したりした経験があります。まさに先ほど藤村副会長がおっしゃったようなことが行わ

れているということを皆さんに知っていただきたくて今紹介しました。 

（藤村副会長） 

 年１回であれば、最大の人数を集められる時期がとても大事だと思うので、年度末でいい

のか、もう少し途中の方が、この時期が一番関心をもったお母さんが来てくださるのではな

いかとかという、よく選び抜いて実施していただけたらいいのではないでしょうか。 

（関根委員） 

 私も読み聞かせのボランティアをやっていまして、よく一般の方に聞かれるのが、どうい

う絵本を読んでいいか分からないと言われるのですが、ブックスタートでは、例えばおすす

め本リストみたいなものを一緒に配ったりされているのでしょうか。 

（事務局） 

 しています。 

（関根委員） 

 何冊くらいですか。 

（事務局） 

16 冊ずつです。 

（関根委員） 

 16 冊ずつ。年代ごとにですね。ありがとうございます。 

（高橋委員） 

 今、読み聞かせのことでいろいろな意見が出たので、私も常々思っていることをお願いし
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たいのですけれども、「読み聞かせ、読み聞かせ」というと、何か専門的だというみたいな

感じをもって聞かれる方もたくさんいらっしゃると思うのです。でも絵本は、基本的に母親

が子どもに読んで聞かせるというのがやはり一番いいのですね。時間的にも、タイミングと

しても。その時に、読み聞かせというものに対して、専門的にとまではいかないけれども、

技術とか、どのように読んだらいいか分からないとか、そんなものは読めないとかというこ

ともよく聞くのですが、図書館側からぜひ宣伝していただきたいことがありまして、読み聞

かせに技術はいらないということを若いお母さんたちに分かってもらいたいとすごく思うの

です。どんなに間違っても、お母さん、お父さんが、身近な大人が自分のために読んでくれ

る時間というのがまず第一で、それからどんなにたどたどしくても、絵と言葉で子どもは理

解します。何か読み聞かせというものが、専門とまではいかないけれども、何かトレーニン

グをしないとできないとか、私などにはできない、読めないという声を時々聞きますが、も

ったいないと思うのです。子どもを寝かせる時に母親が、私などはよくありましたけれども、

眠くてバタンと本を、ハードカバーの本を落としたこともあるかもしれません。でも、それ

でも子どもは死なない。私、本当に絵本はものすごくいいものなのに、「読み聞かせ」とい

う言葉で講師の先生から紹介されたりすると、何か特別な、少し敷居の高いものみたいに受

け取るのはもったいないとすごく思うのです。そこのところを図書館から宣伝していただけ

ればなと、ずっとかねがね思っていたのですけれども。絵本は周りの大人が間違っても気に

せずに読んであげる、子どもが読んでと言った時にはいはいと言って５分でも 10 分でも読

んであげることができるものなので、ぜひそこのところを宣伝していただければありがたい

と思っています。 

（館 長） 

 ありがとうございます。高橋委員の思いを伝えるような広報をしていきたいと思います。

（高橋委員） 

 ぜひ、お願いします。 

（藤村副会長） 

 今、声の勉強をしているのですけれども、声の勉強をしている中で今のお話の内容に重な

ることがあって、お母さんの声というのは無敵で、赤ちゃんはお腹にいる時からすでに子ど

もは聞いているので、読む時はどんなに下手であろうが何であろうが、外側から読み聞かせ

というような形でうまいとかということと無関係に、お母さんの場合は、どのように読んで

も、浸み込むように子どもに入っていくのだという内容を読んだことがあって、なるほどと

思いました。でも、広報するのは難しいですよね。講習会に来てくださると広報できるので

すが。でも、方法があれば、ぜひそういうことを、なるほどと思ってもらえるようにしてい
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ただけたらと思います。 

（事務局） 

ブックスタートの現場でも、やはりそういったことを呼びかけるようなリーフレットも添

えて、ボランティアをしてくださっている皆さんからも、お家で本当に心を込めて読んでも

らうのが一番いいのですよと。個別にお伝えしていただいているかと思います。 

（高橋委員） 

 一番の敷居は、読めない、下手だという、そういうことなのです。そうではないというこ

とを宣伝していただければありがたいです。 

（事務局） 

 そうですね。気持ちが大切だということですね。 

（高橋委員） 

 もう、眠くて本を取り落しても、少しくらい間違っても何もかまわないと思うのです。 

（井浦会長） 

 ありがとうございました。他にありませんでしょうか。 

 それでは、すべて継続ということですが、同じことを繰り返すという、それが一番成果に

つながると思いますし、また、その中で内容の中に付加をつけながらブラッシュアップして、

ぜひ成果につなげる、本に親しむきっかけづくりをするということで、ぜひ平成 29 年度事

業も進めていただければと思います。 

 それでは、次に移ります。議事の（３）「もっと身近な図書サービスに向けた改善につい

て」、報告ということで、ご説明をお願いいたします。 

（館 長） 

 それでは、資料３－１をご覧いただけますでしょうか。 

 これにつきましては、新潟市の政策改革本部で利用者視点に立った公共施設のあり方が検

討されました。図書館関連につきましては、新聞の閲覧場所を移したり、返却ポストを 24

時間利用可能にするなどの検討が行われまして、図書館、図書室が市民にどうすれば利便性

が高まりご利用いただけるか、こういったことを検討いただきました。市内には８つの中心

館と 11 の地区図書館、さらに 25 の地区図書室があります。けれども、地区図書室について

は、他の機能との併設であったり、蔵書冊数も少ない、そういったところで利用がごく限ら

れてくると。そういったことを踏まえまして、改善に取り組みました。 

 そして、南区におきましては、味方地区図書室があるわけなのですけれども、こちらにつ

いても午前９時から夜９時半まで開室時間拡大ということで、年末年始以外の毎日開く取り

組みを行ったということであります。その他に、図書祭りを行ったり、ホームページへの掲
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載、おすすめ本の紹介などを行ったということであります。その結果、貸出も相当伸びたと

いうことではありますけれども、新潟市全体としましては、なかなか伸びないという結果が

ありました。これらを踏まえ、より多くの方に読書活動を支援する改善案が計画されたとい

うことであります。 

 もう１枚の資料３－２もご覧いただきたいと思います。こちらに「もっと身近な図書サー

ビスに向けた改善」と書いてございます。 

 上の最初の二重丸のところに「新しい団体貸出制度の拡大」と書かせていただいておりま

す。これまでの対象団体をさらに拡大して、地域団体はじめ公共性のある民間施設にも対象

を拡大すると。そして、利用を進めるというような取り組み。二つ目の二重丸といたしまし

て、連絡所でいわゆる予約本を受け取りできるサービスの導入ということで、現在検討して

いるということであります。 

 これらの内容について、昨年の協議会並びに正副会長会議でもご意見をいただきまして、

取り組みを進めてきたというところですけれども、また資料３－１に戻って恐縮ですけれど

も、そちらの最初の丸です。新潟市立図書館協議会正副会長会議、こちらで各協議会での意

見、または当日各正副会長からいただきましたご意見などを踏まえまして、今後の予定とし

て、今年の 10 月から、予約本の受取サービスを５か所、これは南浜、大形、両川、赤塚、

中野小屋で試行的に実施するということであります。味方図書室についてはこれまでどおり

ということでありますけれども、こちらの５か所のところで、連絡所で予約本を受け取った

り返却できるサービスを試行するということであります実施にあたっては、コミュニティ協

議会をはじめ地域住民の方々に説明を行ったうえで進めるという方向で現在準備を進めてお

ります。 

（井浦会長） 

 では、これから新たな取組みが始まるということで、また具体的に動き出した時点での感

想と成果等がありましたらお願いいたします。今の時点でのご意見、ご質問等はありません

でしょうか。 

（館 長） 

 新しい団体貸出制度については、対象団体をこちらのカラーチラシにも書いてあるように

広げまして、また、テーマ別のオーダーメイドとか、そういったものも現在どのように行う

かというところで、詳細のところは今検討を加えていますけれども、極力図書館の資料を広

く皆さんにご活用いただくというような取り組みを考えているところであります。 

（井浦会長） 

 ありがとうございました。 
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 それでは、議事の（４）「図書館評価」について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

（館 長） 

 では、今日お配りいたしました折りたたみの資料をご覧いただけますでしょうか。新潟市

の図書館では、図書館法にも記載されております「図書館評価」を率先して実施しまして、

各図書館が目標値、事業実施について自己評価を行って、外部評価として協議会委員の皆様

から評価をいただくという形で進めております。 

 この「平成 27 年度新潟市立図書館施策事業評価シート」につきましては、前回の委員の

皆さんに白根図書館の自己評価を記載いたしまして、右側の評価並びに外部評価のご意見を

いただきました。多くの委員の皆さんが交代されたので、今回、参考までにつけさせていた

だきました。 

 ３枚目をご覧いただきたいと思います。これが、平成 28 年度の新潟市立図書館施策事業

評価シートであります。こちらに四つの区分並びに施策・事業名として全館の共通の評価項

目並びに黒いひし形で館の重点評価項目、白根図書館の評価項目ということで、内容と実施

結果の、速報値として掲げさせていただきました。そして次の協議会、10 月頃の開催予定

になりますけれども、その際に私どもで自己評価を記載した評価シートを皆様にお示ししま

して、皆様から外部評価としてコメントを記載いただき、皆様のご意見を今後の図書館運営

に反映させていきたいということであります。 

 併せて、さらにもう２枚めくっていただき一番最後の平成 29 年度新潟市立図書館施策事

業評価シートをご覧ください。ここに、新潟市の図書館が目指す四つの方向並びに全館共通

の項目、そして各図書館の重点評価項目と概要を書かせていただきました。これによりまし

て、今年度さまざまな取り組みを行いまして、来年度、実施結果を皆様にお示しいたしまし

て、評価をいただくということであります。 

 そのようなことで、各年度別事業評価シートを皆様にお示しいたしました。したがって、

本日は説明だけとなりますけれども、平成 28 年度の評価を秋の第２回協議会でお願いいた

します。 

（井浦会長） 

 ありがとうございます。それでは、よくご確認いただいて、それが次回の評価の意見交換

に反映されるということになりますので、よろしくお願いしたいと思います。この時点の報

告について、ご意見、ご質問等はありませんでしょうか。 

（特になし） 

 それでは、議事の（５）「その他」について、事務局から何かありますでしょうか。 

（特になし） 
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（井浦会長） 

 一応、議事の５までということでその他まで終わりましたが、今一度議事全体を通してお

聞きになりたいこと、ご意見等はございませんでしょうか。 

（近藤委員） 

 一ついいですか。今まで、主に児童生徒対象の会の内容でしたね。社会人向けの話なので

すけれども、どうやら憲法改正をめぐって国民に判断を問われる事態になりそうなので、こ

の機会に憲法をもっと勉強しようではないかというキャンペーンを図書館としてやることは

できないものでしょうか。 

 政治がらみではなくて、もっと純粋に憲法を、私たち、私個人でも満足に読んだことすら

ないわけですから、一体何が悪くて変えるとか、まず知ることが大事だと思いますので、や

はり図書館から引っ張ってもらわないと、なかなか憲法を勉強する気にもなりませんし、機

会がないと思うので、憲法に関する本をそろえたりとか、地道な活動でいいですから、図書

館だよりに１行書いてもらうとか何か、この機会に憲法をもっと本で読んでみませんかとか、

小学生向けに簡単な解説のいい本があるのです。それを少しそろえてもらうとかはできませ

んでしょうか。 

（館 長） 

 図書館では、例えば現在もテーマ展示コーナーで男女共同参画について関連する本を展示

しておりますが、そのような形で皆さんも一緒に考えてみましょうといったことはできるか

もしれませんので検討してみたいと思います。 

（近藤委員） 

 一切、政治がらみになるようなものはしてはいけないというガイドラインでもあるのです

か。 

（事務局） 

 公平な立場であれば、例えば図書館にある憲法関係の本を紹介したりとかということはで

きるかと思いますけれども、それを行うかどうかは検討してみたいと思います。 

（近藤委員） 

 そういう機会をつくってほしいと思います。 

（井浦会長） 

 では、ぜひその辺はご検討いただければと思います。 

 それでは、他にございませんでしょうか。なければ、進行を事務局にお返しいたします。

ありがとうございました。 
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９.閉会 

（館 長） 

 では、以上をもちまして、本日の日程をすべて終了いたします。ありがとうございました。 

 


